
岸谷生麦線（生麦方面行き）トンネル工事 
お 知 ら せ  Vol.１１ 

平成18年 ５月２６日 

 
 
 
 
 
 

日頃から、地元の皆様方には岸谷生麦線（生麦方面行き）トンネル工事に対してご理解・ご

協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

  現在、広域避難場所【浅野学園一帯】の一部（子安台公園）で工事を行っていますが、「い

ざという時、本当に避難できるのか？」、「子安台公園に逃げられるの？」、「避難場所だけど大

丈夫？」などの不安の声が一部住民の皆様から寄せられています。 

広域避難場所については、すでに平成16年 12月の「お知らせ Vol.２」にて広報してい

るところですが、避難口、避難方法等について、再度お知らせいたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 大地震などの際に避難するときは  

 

 

 

 

 

 

① まずはその場に合った身の安全を確保してください。 

② 指定された小・中学校に限らず、近くの学校や公園・空き地など広くて安全な場
所に避難してください。 

③ 周辺火災の延焼拡大で危険になったときは広域避難場所【浅野学園一帯】へ避難し
てください。 

④ 火災がおさまった際には、自宅や震災時避難場所（地域防災拠点）に移動してく
ださい。  

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●広域避難場所は、工事中も割当区域の皆様が全て避難できる広さが確保されています。 

●仮設階段の両側においては、北側に中学校正門のスロープ、南側に子安台公園に通じる平

坦な出入口がご利用できます。 

現在のトンネル工事の範囲は、左図に示す工事区域となっています。 

このトンネル工事の影響により、避難場所の面積が小さくなっており、また体育館前の階段が仮

設階段となっています。さらに避難場所への出入口を１箇所閉鎖しています。 

 しかし、これらのことについては、 

皆様が安全に避難できるよう様々な配慮と対策を講じていま
すので、ご安心ください。 

広域避難場所範囲図【浅野学園一帯】 

【工事に関するお問い合わせ先】    
首都高速道路株式会社 神奈川建設局 横浜工事グループ 

TEL 045(662)3951 担当：萩谷 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（岸谷生麦線） http://www.yokokan-kita.com/gairo/index.html 
みらい・地崎(負)岸谷生麦線(生麦方面行き)トンネル特定建設工事共同企業体 

住 所 横浜市鶴見区岸谷1-3-34(旧日本石油寮跡地) 

TEL 045(580)7877 担当：守山 

 

【計画に関するお問合せ先】 
 横浜市 道路局 横浜環状道路調整部 事業調整課 

TEL 045(671)2780 担当 田中、池田 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（岸谷生麦線） http://www.city.yokohama.jp/me/douro/hashira/kita.html 
【広域避難場所に関するお問合せ先】 
 横浜市安全管理局危機管理室 TEL 045(671)3454 

 横浜市鶴見区役所総務課  TEL 045(510)1653 

 横浜市神奈川区役所総務課  TEL 045(411)7005 

広域避難場所【浅野学園一帯】

の割当地区 
（【浅野学園一帯】とは、浅野学園・

生麦中学校・子安台公園を含む範

囲です。） 
割当地区 

鶴 見 区：岸谷一･二丁目、 

生麦一・三丁目 

神奈川区：子安通三丁目、 

子安台一・二丁目 

●災害時には、現場職員が工事ゲート、工事フェンスを開放するとともに工事区域周辺におい

て避難誘導等の対応を行います。詳しいことは裏面をご参照ください。 
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